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■■  ははじじめめにに  
植物病原菌Erwinia rhapontici は、タマネギなどの植物

に感染して軟腐症状を引き起こし、腐敗部に特徴的なピ
ンク色の変色を引き起こす病原菌である。多くの植物病原
菌は、アシル化ホモセリンラクトン（AHL）を介したQuorum 
Sensing（QS）により、自身の病原性発現を制御している。
多くのErwinia属細菌においてAHLを介したQSの存在が
明らかになっているが、E. rhapontici における報告例は
ほとんど存在しない。本研究では、農業生物資源ジーン
バンクに登録されているE. rhapontici のAHL生産を調査
するとともに、比較ゲノム解析を用いてAHL生産に関わる
遺伝子の同定と病原性との関連性を調査した。 

 
■■  活活動動内内容容  
１．E. rhapontici の全ゲノム配列の取得 

農業生物資源ジーンバンクから取得したE. rhapontici 
MAFF 311153、 311154、 311155の3株についてAHL生
産を調べたところ、MAFF 311154のみがAHL生産を示す
ことが明らかとなった。この原因を調査するため、次世代
シークエンサーを用いて3株の全ゲノム配列を取得したと
ころ、全ての株で染色体と1つの内在性プラスミドで構成さ
れていることが明らかとなった。 
２．AHL合成・レセプター遺伝子の比較ゲノム解析 

得られた3株のゲノム配列から、QS関連遺伝子の存在
を調査したところ、MAFF 311153及び311155は染色体上
に2つのAHL合成遺伝子eraI1, eraI2 を有しており、
MAFF 311154はeraI1 の部分が他の遺伝子に置き換わっ
ていた(Fig. 1A)。また、3株が有するプラスミドの大部分の
領域はほぼ共通であったが、AHLを生産するMAFF 
311534株が有するプラスミドには大規模な挿入配列が存
在し、その中に新たなAHL合成遺伝子eraI3 が存在して
いた。MAFF 311154のみがAHL生産を示すことから、
eraI3 のみが機能的なAHL合成遺伝子であると推察した
(Fig. 1B)。 
３．AHL合成遺伝子（eraI3 ）破壊株の作成 

AHL合成遺伝子（eraI3 ）破壊株を作成するために、
eraI3 をPCR増幅によりクローニングし、eraI3 内部の制限
酵素サイトにゲンタマイシン耐性遺伝子を挿入した破壊用
プラスミドを作成した。破壊用プラスミドはエレクトロポレー
ション法によりMAFF 311154に導入し、相同性組み換えに
より染色体上のAHL合成遺伝子を破壊した。作成した
AHL合成遺伝子破壊株(ΔeraI3 )のAHL生産能を確認した

ところ、ΔeraI3 株はAHL生産が完全に消失することが明ら
かになった。MAFF 311154株とΔeraI3 株をジャガイモに
接種して病原性を調べたところ、AHL生産の有無に関わ
らず腐敗症状が見られたことから、E. rhapontici において
はQSと病原性発現はリンクしないことが明らかとなった(Fig. 
2)。 
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Fig. 2. MAFF 311154 野生株及び eraI3 破壊株によるジャ
ガイモスライスへの腐敗活性 

Fig. 1. E. rhapontici の染色体(A)及び内在性プラスミド(B)
における QS 関連遺伝子の比較ゲノム解析 
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